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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 セルジオ・アサド 

セルジオ・アサドは、兄弟デュオ「アサド兄弟」で演奏活動を行っているとともに、作曲家・編曲家とし

て活躍している。インタビューは、彼の少年時代の話から始まる。ただ、残念なことに、あまりここに残しお

くべき話は意外と少なかった。ただ、曲作り、演奏法等での面白い記述がありました。 

 

◼ 私は、ピアソラを得意にしている人の演奏をしょっちゅう聴いているが、彼らは、伝統的なタンゴ

や、ピアソラが原曲にしている曲を聴いたことがないようだ。表面の下にあるものが理解できてい

ない。 

◼ 私の曲は、ブラジルのリズムを使っている曲が多いから、基本パターンを理解すれば、弾くのは簡

単だと思う。そうすれば音のつながりの問題はなくなる。そのような音は、本当の意味で重要な楽

譜の添え物で、感じを出すためだけに書かれている。 

◼ ただ、私の曲を難しく感じるのは、ずっとデュオ活動をやってきたおかげで、２台のギターの動き

を１台で表現しようとしているからだ。 

◼ また、対位法も好きなので、多くの対旋律を書き込む。私の作品ではいつも２つのことが同時進行

しているんだ。 

◼ ギターの曲は、高音部は忙しく動くのに低音はゆっくりという曲が多い。低音は親指１本で受け持

つのでそうなるのだろう。だからいつもピアノをうらやましく思っている。低音を受け持つ左手の

５本の指が使えるからね。私は、それを模倣しようとして、低音が動く曲を２曲あるソナタでため

してみた。 

 

【話題のアーティスト紹介 ギタリスト 國松竜次】  

オブリビオン等、彼の編曲でいくつもお世話になっております。 

◼ 海外留学して学んだことに、豊かな表現方法があります。あふれる情熱を表現したいときは、きれいな音

でなくていいじゃないかとか。それまでは、音を汚く鳴らさないようにとか、聴こえないような小さな音

では弾かないなどの制約をかけていましたが、そういう枠を取り払えるようになりました。 

◼ スペインに行って、タレガの「マリエータ」や「マズルカ」が、窓の装飾や壁や床の感じが曲そのものな
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んだということがわかりました。 

◼ コンクール等で思うことに、日本人は恥ずかしがり屋の気質があり、主張のアピールの強さにかけます。

心の壁を取り払って、なりふり構わず表現しないと聴衆には伝わらない、そんな気がします。 

◼ バルセロナ等のコンサートで演奏した曲は、即興でした。【えっ！具体的にどう弾くか、どう決めている

のですか？】いやあ、決めていませんよ。決めたら即興にならないでしょう。 

（yakateru  : すごい！ ライブ演奏で即興をやるのはあるが、コンクールで即興か！！） 

◼ クラッシックを演奏する時は、楽譜を読んで音にするわけですが、よい演奏とは、いかに楽譜から離れて、

もっと奥の気持ちを表現できることだと考えています。 

 

【マエストロ養成講座 第５回】 

第５回は、カルリの「アンダンティーノ」とソルの「メヌエット」。バリバリの練習曲ですね。 

 

【ギター 達人への道 第５回：エドゥアルド・フェルナンデス 抜粋・概要】 

（フェルナンデスが伝えるギター達人への道。第２回目あたりから、ちょっと泥沼状況になってきました。 

第３回から「メカニズム」についてより詳細に語り始め、今回の 4 回目では、私も苦労している「右手」に

ついて集中的に記載されていますが、今一つ理解できずにいます・・・・・。今回５回目ですが、文章解読が

大変で・・・・・・ちょっとついていけません。非常に具体的に記述されているのですが・・。図やイラスト

あるいは簡単なスケッチ等がないと、ついていける人は限られてしまうのではないでしょうか・・・・） 

 

【バリオスの生涯、ソルの生涯 第５回】 

今回で第５回目になるのですが・・・・・・。歴史の話としては、それが好きな方にとっては、おもしろい

のでしょうが、私は、何かそこから今の時点で役に立つこと（例えば演奏する時に）、目からウロコのような

思いがけない考え方やの視点があることなどを期待して読んでいるのですが、今のところは、歴史の記述で

すね・・・・・・・・ということで、もう少しお待ちください。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「ヴィラ・ロボスのギター作品 新資料と演奏への影響」は、今回は掲載なし。次の第６号で最終回の

第３回が掲載されますので、少しまとめて紹介したいと思います。 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：今からギターを始めようという人、基礎からもう一度やり直そう

と考えている人向けの教本。５回目は、前号に引き続き音階の話とスラーの話です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：「奥様お手をどうぞ」とパッヘルベルの「カノン」のソロアレ

ンジが掲載されている。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：初級・中級者向けのに演奏テクニックの再考を行うための記事。第５回

は、レガートについて、右手のタッチの問題、左手の押弦の問題を題材ににレクチャーしています。。 

 

その他、「海外レポート」「クラブ・マリアデュオのインタビュー（今回は、ギター製作家の黒沢澄夫氏）」等も

あります。また、おしまい頃についている「サークル紹介」では、今回は、長崎ギター合奏団の紹介で、サー

クルの歴史や、練習、編曲、レパートリーについて紹介しています。 

 

第５号のメインは、そんなところでしょうか。 

  



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

有名なフランクの「ヴァイオリン・ソナタ」４楽章が、ギター四重奏の編曲譜で載っています。始まりはニ長

調ですが、転調した途中からは、#が６個、♭が５個・・・・・。これはどうにかなりませんかね。 

 

 


